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、

ま

で

窓

口

へ

一

で

、

ち

方

は

至

急

に

納

入

一
念
還
の
計
画
も
あ
る
こ
と
と
思

一
健

…

皆

さ

ん

を

結

吾

川

が
こ
の
病
気
象

く
か
か
っ一

町
、
原
口
住
宅
、
喜
一
分
料

国
民
健
票
険
料
の
昭
一
に
ど
留
意
願
い
ま
す
。
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施
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。
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①
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植
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右

か
ら
一
月
一

庭

E
け
つ
け
ま
す
。

一す

象
に
結
核
襲
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摂
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催
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収
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に
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い
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踏
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=
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れ
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西
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、
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仁
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友
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四
、
0
0
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友
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;
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;
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i
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菜
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1
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五
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き

…

ペ

ツ

中

一

コ

、
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め
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に

T
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所
一
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四
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し
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プ
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出
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湯
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芝
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一
三
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、

P
T
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、
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活
保
護
者
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護
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一
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区
心
三
六
、

O
二
八
円
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村

一

軽

m

大
さ
じ
こ
は
い
作
り
方
①
人
参
は
薄
い
短
冊
切
④
分
量
り
砂
糖
塩
、
し
よ
う
油

一

変
会
、
応
義
、
婦
人
会

(
笠
活
に
非
常
に
因
っ
て
い
る
人
)
一
地
広
三
四
、
四
二
六
円
竹
松
一

手

お

初
砂
糖
、
塩
、
し
り
②
キ
ヤ
ベ
ツ
、
天
ぷ
ら
も
短
出
で
味
を
を
つ
け
る
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(
五
人
分
)
一
塁
間
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3
4
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一

一

一

一
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を
収
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五
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八

O
円
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プ
ロ
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ン
ガ
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庄
一
郵
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切

手

趣

味

一

発
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定
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設
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円
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害
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一
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一
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一
⑦
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一
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一

己

記

一
防
止
め
公
共
の
安
全
を
確
保
す
る
一
郵
便
切
手
趣
味
の
会
が
近
ご
ろ
一
律

γ何
倍

浩

一

ム

講

師

中
央
小
学
校
教
諭
村
上

し

た

。

一

大

村

航

空

隊

隊

員

一

同

釜

、

一

た

め

に

、

知

事

の

許

可

を

受

け

る

一

全

歯

的

に

盛

ん

に

な

り

ま

し

た

が

一

一

史

ほ

か

宗

教

委

)

ま
た
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
が
主
ニ

O
O円
六
村
市
連
合
婦
人
会
一
売
ら
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
一
郵
便
切
手
に
趣
味
を
も
っ
人
が
市一

一
十

一

わ

が
凶
で
は
経
済
一
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裏
作
を
し
て
い
一
当
旦

一ト
ン

(
十五
O
O貫
)
円
以
上
一
ン

を

て

販

売

し
て
く
だ
さ
一
た
。

一

↑
明

ず

一
月
1
三
月
日
郵
一
し
て
い
ま
す
。

一農

事

メ
モ
な
い
水
田
に
、
一
の
生
草
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す一

パ
可
ぃ
。
な
お
、
近
く
県
一
結
成
に
賛
成
し
、
入
会
を
希
望
一

一
日

ま

心
ぎ

を

は
じ
め
一
資
格
は
要
保
理
家
庭
母
子
家

居
豹
引
で
の
間
在
利
用
し
一
増
収
の
コ
ツ
は
、
警

ω
了

一

口

許

で

は
正
規
の
堅
呈
す
る
人
は
、
会
費
と
し
て
年
額
、
一

一
配

)

各

種

の

喜

運
動
一
号
、
訓
練
旨
円
建
築
、
木
工

て
、
飼
料
作
物
を
一
作
入
れ
ま
し
一
五
倍
位
の
種
子
書
込
み
、

肥

料

一

ブ

は

者

に

は
、
庖
頭
に
そ

一小
学
生
百
円、

申
学
生
二
百
円
、
一

一

を
実
施
し
¥
い
ま

一よ
F

つ
接
、
経
理
、
機
械
。

ょ
う
。
一
も
お
お
め
に
施
こ
す
こ
と
で
す
。
一
れ
を
標
示
す
る
計
画
で
す
。
一
そ
の
他
一
般
は
三
百
円
を
添
え
て

一す
。

一
入
所
期
間
は
一
カ
年
で
入
所
希

い
ま
す
ぐ
、
エ
ン
バ
ク
ゃ、

ィ
一
サ
ン
マ

l
サ
イ
レ

l
ジ
の
材
料
と一

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
許
可
を
受
け

一三
月
十
五
日
ま
で
市
立
図
書
舘
へ

一わ
た
し
た
ち
の
将
来
の
健
実
な
生
一
望
山
人
は
二
月
十
六
日
ま
で
福
祉

タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
を
ま
け
ば
一
し
で
も
良
い
も
の
で
す
。
た
后
で
買
っ
ぶ
う
に
い
た
し
ま
一
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
申
込
金
活
設
計
の
た
め
に
も
・
進
ん
で
貯

一事
務
所
ヘ
願
享
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ス
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心
2
月
比

E
・E
・第一二一山
市
内
農
協

め
く
り
犬
山
川
一一守円
以
出
駅
伝
競

走
(
士
一催
日
大
町

農
協
連
絡
協

議
会
、
青
年
団
連
耕
協
議
会
、

長
崎
新
聞
社
)
コ
!
ス

H
三
浦

農
協
ム
「
村
安
所
午
前
十
時
出
莞

す
〆

で
、
す

納

付

ま

/
、

ロ

μ

h

り

J
J

を

は

可

に

人

2

」

い

は

こ

い

し

す

て

v

対

行

h

い

に

発

納

さ

分

~7-

だ

た

削

欣

ま
く
洲
一
仰

に

て

が

V
山

市県宝税第4期分をー
松
原
農
協
三
で
九
灰
間
四
五

.
八
キ
ロ

ι
2
月
児
日
:
長
崎
県
下
車
抗
選

手
権
大
会
H
園
芸
高
が
需
堂

申
込
は
当
日
入
口
で
受
付
げ
る

参
加
料
五
十
円

ム
2
月
別
日

i
n
H
:・
県
下
郡
市

対
抗
駅
伝
競
走
大
会

コ
ー
ス
日
長
崎
1
阿
梅
橋

1
江

迎
{
大
村
1
島
原

i
長
崎
。

参
加
希
望
者
は
市
勃
委
へ
お
た

す
ね
く
だ
さ
い
。

(
市
教
蚕
)

火
も
と
に
注
意


